
 
 
 

新新新・・・海海海外外外投投投資資資保保保険険険のののポポポイイインンントトト    
N e w  O v e r s e a s  I n v e s t m e n t  I n s u r a n c e  

 

N E X I は、我が国の在外資産を様々なリスクから守る 
海外投資保険について、２００２年１０月１日より以下の運用を新たに 
開始します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１．．保保険険のの対対象象がが広広ががりりまますす。。   

  これまでは原則として新規投資のみを対象としてきましたが、今後は既存投資もてん補の

対象とします。 
 

 
 
  

２２．．保保険険設設計計のの自自由由度度がが高高ままりりまますす。。   

① 当初申込みによる保険期間終了後（※）は１年毎の延長が可能となります。 

（※）最低３年から最長１５年までとなります。 

 
 
 
 
 
 

② 保険契約期間中も企業の純資産価値に合わせて柔軟に保険金額の設定が可能となります。この結果、

投資先企業の業績が上昇しているときには保険金額を増額し、業績が不振にあるときは保険金額を

減額することが可能となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

当初契約 
3～15 年で任意設定可能

１年毎の延長 
1～15 年で任意設定可能 ＋

この結果  
 世界各国の輸出保険機関等による同種の保険の中では、対象リスクの範囲は  

 世世界界最最大大となります。  

また、日本国内にある資産と比べて、より様々なリスクに直面する可能性が高い在外資産について、  

すすででにに取取得得・・保保有有ししてていいるる資資産産ででああっっててもも、、リリススクク管管理理がが可可能能ととななりりまますす。。
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２２００００２２年年１１００月月１１日日かからら一一年年間間はは既既存存投投資資案案件件にに対対すするる保保険険のの引引きき受受けけをを行行いいまますす。。   



 
 
 

③当初の保険期間経過後、新たに延長のための保険契約を結ぶ際には、その時点における為替レート  
で保険金額の設定が可能となります。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
④分割送金にかかる保険料を月割計算とします。 

 
 
 
 
 

３３．．支支払払保保険険金金ががわわかかりりややすすくくななりりまますす。。   

  支支払払保保険険金金はは事事故故直直前前ににおおけけるる投投資資先先企企業業のの簿簿価価ででのの純純資資産産額額のの持持ちち分分がが基基準準ととななりりまますす。。   
  （（※※））保保険険金金額額をを投投資資先先企企業業のの簿簿価価ででのの純純資資産産額額（（持持ちち分分））××付付保保率率でで設設定定ししたた場場合合。。   

  

  

    

  

  

  

（（ここれれままでで））   

初回送金日  第２回送金日  

最初の送金に対する保険料  

二回目の送金に対する保険料  

 

（（今今後後））   

最初の送金に対する保険料  

二回目の送金に対

する保険料  

初回送金日  第２回送金日  

円高 

円安  
円建での資産増加 

円建での資産減少 

保険金額の増額 

保険金額の減額 

¥ 

¥ 

 
企業の簿価純資産額（持ち分）  残存価値  保険金  付保率  ＝  ×  

投資先 事故後 


